
○ 次世代医療基盤法の改正により、次世代DBの匿名加工医療情報と、公的DB（※）の匿名化情報を連結して解析を行えるよう

になりました。 連結解析を希望する方は、それぞれのデータベースのHPをご覧いただき、利用申請窓口にお問い合わせください。

（※）令和７年６月時点では、NDB ・ 介護DB ・ DPCDBとの連結解析が可能となっています。今後、連結先は順次拡大していく予定です。

次世代医療基盤法に基づく認定作成事業者のデータベース（次世代DB）と
厚生労働大臣が保有する医療・介護関係のデータベース（公的DB）の連結解析について

各データベースのホームページ（※利用を希望するデータベースそれぞれに申請が必要です）

データベースの利用申請～利用開始までの流れ

次世代DBに関するホームページ（相談窓口はリンク先参照）

【内閣府】 次世代医療基盤法について
https://www8.cao.go.jp/iryou/index.html

【LDI】 一般社団法人 ライフデータイニシアティブ
https://www.ldi.or.jp

【J-MIMO】 一般財団法人 日本医師会医療情報管理機構
https://www.j-mimo.or.jp

【FAST-HDJ】 一般財団法人 匿名加工医療情報公正利用促進機構
 https://www.fast-hdj.org

公的DBに関するホームページ（相談窓口はリンク先参照）

【NDB】 匿名医療保険等関連情報データベースの利用に関するホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/reseputo/index.html

【介護DB】 匿名介護情報等の提供について
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00033.html

【DPCDB】 匿名診療等関連情報の提供に関するホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/dpc/index.html

✓ 連結解析を希望する際は、認定作成事業者 ／ 公的DB窓口事業者への連絡調整を並行して開始していただくようお願いします。

✓ 詳細の内容・事務手続きについては、内閣府及び各公的DBのホームページで公表しているマニュアルをご参照ください。

次世代医療基盤法

認定作成事業者

公的DB
窓口事業者

次世代DB

公的DB

事前相談 審査会

事前相談 正式申請 審査会

連結用
IDを

提供
データに
付与

連結を希望する方は、
両事業者に前広に相談

次世代DBの審査を先行して実施

次世代DBの提供データが
確定しだい、公的DBを申請

承諾

承諾

利用者の手元で
IDにより連結

提供
データ

提供
データ



（参考）次世代DBと公的DBの連結解析のユースケースイメージ

医療情報取扱事業者のA病院に入院特定健診 B病院に通院

2024年10月 2025年1月 2025年2月

ユースケース：次世代DBとNDBを連結・解析し、時系列でデータを活用

次世代DBではA病院で保有している詳細なデータが分析可能ですが、NDBデータとの連結により、

●A病院への入院前に、特定健診でどのような傾向を有していたのかや、

●A病院の退院後、他の医療機関等でどのような受診や治療が行われたか

などが把握でき、より精緻な疫学研究が可能となります。利活用者
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